
令和2年度学校自己評価表（年度当初） 鳥取県立米子南高等学校

中長期目標

（学校ビジョン）

大胆な挑戦

 １　学ぶ意欲を育てる＝「主体性を育てる」「やる気を引き出す」

 ２　成長を支える＝「人と出会い、新たなことへの挑戦を促す」

 ３  変化を求める＝「現状に満足しない」「アンテナを高く張る」
今年度の重点目標

１　基礎学力の向上

２　基本的生活習慣の確立

３　キャリア教育の充実

４　地域社会への貢献

５　的確な情報発信

６　業務改善の取組

年度当初 中間評価

評価項目 評価の具体項目 現状 目標（年度末の目指す姿） 目標達成のための方策 経過・達成状況 評価
年度末に向けての改善

策

○家庭学習を充実させ、基礎学力の定

着

○一般教養を習得させ、社会人として

必要な力の修得

○知・徳・体のバランスが良い生徒の

育成

○社会生活におけるルール・マナー・

モラル等を遵守する習慣や規範意識の

修得

○系統立てた指導により、職業観・勤

労観の育成を図り、課題研究等を充実

させ、主体的積極的な取組の推進

○インターンシップ等、体験学習の充

実

○進路実現に向け、地元産業・大学等

を理解促進を図り、進路意識の向上

○資格取得に向けた取組を推進し、よ

り高度な専門資格の取得

【基礎学力の向上】

○社会人として必要な基礎学力・

一般教養の習得

○「やる気を引き出す」授業の工

夫・改善

【基本的生活習慣の確立】

○知・徳・体のバランスが取れ、

社会人として必要な規範意識を身

につけた人物の育成

○あいさつの励行、ルールとマ

ナーを遵守することの啓発

【キャリア教育の充実】

○適切な職業観・勤労観を持ち、

意欲的に課題発見・課題解決に取

り組む人物の育成

○インターンシップの早期計画と

進路LHRの活用

○地元産業との連携を図り、専門

性を深化させ、地域から信頼され

る人物の育成

○資格取得の合格率向上のための

指導法の工夫

〇家庭学習時間の平均が1日あたり２９分と少ない。

〇ICTを活用した授業、主体的な学びを行わせる授業、

家庭学習をさせる取組を行っている授業を年に数回以上

実施している科目の割合は、それぞれ６９％、９０％、

６２％である。

〇アンケートで生徒の授業理解における肯定的評価は７

９％であった。また、朝読書・朝勉強テスト等で知識が

身についているとする生徒は７９％であった。

〇全生徒の１日の平均学習時間が１時間以上であ

る。

〇ICT等を活用し、生徒の興味関心を育み、考える

力を培う授業が広く実施されている。

〇生徒の授業理解における肯定的評価が８０％以

上、また朝読書・朝勉強テストで知識が身につい

ているとする生徒の割合が８０％以上である。

〇各種検定、基礎学力テスト、朝勉強テスト

など生徒にとっての身近な学習機会を通じて

学習意欲を喚起し、家庭学習を充実させる。

〇GoogleClassroomの活用等、授業改善の研

修を引き続き行い、主体的・対話的かつICTを

活用した授業を設計できる教員を増やしてい

く。

〇読書活動が円滑に進むよう「らいぶらり

ん」、「図書館通信」の内容を充実させて情

報提供していく。

〇マナーアップ運動や挨拶運動により、元気よく挨拶を

する生徒が多くなった。

〇授業前後の分離礼の取組は概ね成果を上げ、習慣化し

ているが、生徒によっては取組姿勢にばらつきがある。

〇多くの生徒が服装頭髪検査で問題ないが、再検査や再

指導の対象となる生徒が若干名いる。

〇SNSを利用している生徒が多く、トラブルが増加し

た。

〇多くの生徒が落ち着いた学校生活を送っているが、中

には人間関係に悩み、不安を抱え、基本的生活習慣が乱

れる生徒がいる。

〇ルール・マナー・モラル等を遵守する規範意

識、特に情報リテラシーの意識が高まっている。

〇生徒が主体的に考えて行動し、より良い人間関

係を築き、充実した学校生活を送っている。

〇分離礼の習慣が学校生活全体に広まっている。

〇アンケートで、生徒・保護者の「基本的生活習

慣の確立」項目の肯定的評価が９０％以上であ

る。

〇生徒会執行部を中心とした生徒主体の挨拶

運動を展開していく。

〇SNS利用に関する情報提供やトラブル防止

の啓発活動を継続して実施する。

〇服装指導、遅刻指導について、家庭との連

絡を密にして取り組む。

〇不安を抱えている生徒について迅速に対応

し、担任、学年団、SC、SSW及び関係機関と

連絡を密に行い生徒を支援していく。

〇分離礼については、できるまで繰り返すな

ど徹底して指導する。

〇本校が取り組んできた進路指導、キャリア教育を基礎

として、キャリアパスポートを作成した。

〇１年生は進路希望別に学校企業見学会、２年生は多く

の事業所の協力を得てインターンシップを実施した。そ

の事前・事後の指導を計画的に行い、職業観・勤労観を

醸成している。

〇３年生は課題研究によりその専門性を深化させるとと

もに、希望する進路実現のために面接、小論文の学習に

取り組んでいる。

〇各種資格試験に熱心に取り組んでいる生徒は多いが、

それに見合う充分な成果は得られていない。

〇キャリアパスポートが実効性あるものとなるよ

うに修正を加え、３年間を見通したキャリア形成

の道筋をつけるものにしていく。

〇インターンシップに主体的・積極的に参加し、

職業観・勤労観を高め、自らの明確な進路意識に

つながっている。

〇就職希望者が全員内定を得ている。

〇各種資格試験の合格率が目標に達している。ま

た、進路を意識し積極的に上位級を目指してい

る。

〇キャリアパスポートの内容以外にも、生徒

が記入するため時間の確保など課題も多い

が、教員間の共通認識を大切にして導入に取

り組む。

〇新型コロナウイルス感染防止に関連してイ

ンターンシップの実施が難しい状況である

が、実施に向けて準備を進めていくことで生

徒のキャリア意識を深めていく。

〇3年生の面接指導の実施時期を早め、全職員

で指導していくことにより生徒の進路意識や

発信力を高めていく。

〇資格試験対策においては、知識の伝達の学

習にとどまらず、学習法を指導することで、

生徒の主体的学習を促す。また、家庭で復習

できる教材を用いて知識・技能の定着を目指

す。



【業務改善の取組】

〇働き方改革の推進

〇時間外業務の削減

○系統立てた指導により、職業観・勤

労観の育成を図り、課題研究等を充実

させ、主体的積極的な取組の推進

○インターンシップ等、体験学習の充

実

○進路実現に向け、地元産業・大学等

を理解促進を図り、進路意識の向上

○資格取得に向けた取組を推進し、よ

り高度な専門資格の取得

○地域活力の導入や地域活性化の推進

○学校や地域で主体的に行動でき、地

域社会の発展を進める人財の育成

〇メディアを利用しての教育内容のわ

かりやすい伝達

〇特色ある専門高校としての人財育成

に取り組む姿の発信

〇ワークライフバランス確立の推進

〇長時間勤務者の解消

【キャリア教育の充実】

○適切な職業観・勤労観を持ち、

意欲的に課題発見・課題解決に取

り組む人物の育成

○インターンシップの早期計画と

進路LHRの活用

○地元産業との連携を図り、専門

性を深化させ、地域から信頼され

る人物の育成

○資格取得の合格率向上のための

指導法の工夫

【地域社会への貢献】

○地域を知り、ふるさとを愛し、

広く地域社会の発展に寄与する人

物の育成

○社会貢献の推進、校外の教育力

の活用

【的確な情報発信】

〇学校の様子や教育内容等の伝達

の工夫

〇学校に対しての正確な認識の形

成

〇本校が取り組んできた進路指導、キャリア教育を基礎

として、キャリアパスポートを作成した。

〇１年生は進路希望別に学校企業見学会、２年生は多く

の事業所の協力を得てインターンシップを実施した。そ

の事前・事後の指導を計画的に行い、職業観・勤労観を

醸成している。

〇３年生は課題研究によりその専門性を深化させるとと

もに、希望する進路実現のために面接、小論文の学習に

取り組んでいる。

〇各種資格試験に熱心に取り組んでいる生徒は多いが、

それに見合う充分な成果は得られていない。

〇キャリアパスポートが実効性あるものとなるよ

うに修正を加え、３年間を見通したキャリア形成

の道筋をつけるものにしていく。

〇インターンシップに主体的・積極的に参加し、

職業観・勤労観を高め、自らの明確な進路意識に

つながっている。

〇就職希望者が全員内定を得ている。

〇各種資格試験の合格率が目標に達している。ま

た、進路を意識し積極的に上位級を目指してい

る。

〇キャリアパスポートの内容以外にも、生徒

が記入するため時間の確保など課題も多い

が、教員間の共通認識を大切にして導入に取

り組む。

〇新型コロナウイルス感染防止に関連してイ

ンターンシップの実施が難しい状況である

が、実施に向けて準備を進めていくことで生

徒のキャリア意識を深めていく。

〇3年生の面接指導の実施時期を早め、全職員

で指導していくことにより生徒の進路意識や

発信力を高めていく。

〇資格試験対策においては、知識の伝達の学

習にとどまらず、学習法を指導することで、

生徒の主体的学習を促す。また、家庭で復習

できる教材を用いて知識・技能の定着を目指

す。

〇商業科課題研究では、米子市公会堂と連携した新イベ

ントを開催した。地域とのつながりを伴う活動を通じ

て、自らのキャリアデザインのきっかけをつかみ、進路

選択の参考にできる生徒が出てきている。

〇家庭学科課題研究では、いくつかの生徒企画製品の商

品化を果たし、試食会や販売活動等ではマスコミに大き

く取り上げられた。多くの方に支援していただき、地域

活性化に貢献できたことは、生徒の問題解決力育成と大

きな達成感につながった。

〇学校祭をはじめとして、生徒会担当の各行事や独自の

取組である挨拶運動等の活動は生徒会長が中心となり執

行部員をまとめ協力して行うことができた。まだ工夫や

改善は必要であるが成果のある活動を行うことができ

た。

〇地域と連携した取組をさらに充実させていくと

ともに、課題研究等を通じてそれに関わる生徒、

職員を増やす。

〇２月開催予定のみつばち学習発表会を目標とし

て、地域をより理解し、行動できるようコミュニ

ケーション力・プレゼンテーション力を向上させ

る。

〇生徒会活動では、既存の行事を実施していくこ

とにとどまらず、学校生活をよりよくするための

新たな取組を生徒からの発案でできるような体制

ができている。

〇活きたビジネス教育を実現していくために

も、生徒が地域の方々に出会って地域課題に

接する機会を増やし、問題解決力を養ってい

く。

〇商業科新課程科目「観光ビジネス」の先行

研究を行い、可能なものから現行の教育内容

に取り入れていく。

〇地域貢献の高い意識を持ち、イベントには

多くの生徒、教員が関れるよう配慮する。

〇生徒会が学校生活での要望等を集約し、提

案する機会を作る。

〇ホームページに加えてフェイスブックでも情報を頻繁

に発信し、イベントだけでなく授業内容についても発信

した。

〇専門科教員による中学校訪問など積極的に情報発信す

る取組を行った。新たに中学校へ出前授業の提案を行っ

たが、中学校からの申し込みはなかった。

〇生徒が成長していく過程がわかるような情報を

発信していく。

〇みつばち学習発表会を多くの地域の方や中学校

関係者に見ていただき、本校の特徴を理解してい

ただく。

〇各メディアでの情報発信を分掌、学科、部

活動等で月ごと点検し、積極的に行ってい

く。

〇みつばち学習発表会のパンフレットを作成

し、中学生や地域の方に配布する。

〇時間外勤務時間は平成２９年度に比べて２５％の削減

ができているが、個人によっての偏りが見られる。

〇学校組織を見直し、分掌数を９から５に減じて、複数

で各業務に関われるようにした。

〇各個人の時間外業務が月４５時間以内、年３６

０時間以内となっている。

〇「部活動に係る活動方針」に沿った部活動が行

われている。

〇分掌業務が効率的に遂行されているか注視

していく。

〇休日の部活動においては、できるだけ顧問

間で分担する。


